
7月こんにちは。梅雨とは言いながらも夏のような暑さが続いていますね。夏は特に『平和』を意識して保育

しています。１面の詩は、沖縄慰霊の日に高校 3 年生が読んだ詩です。平和を切実に願い、大事にしたい想い

を発信しています。最後の「チムグクル」とは「真心」とのこと。私たちも平和を子どもたちに伝え、どのよ

うに継承していくのかを考え、平和を創り出す「チムグクル」を大切にしていきたいと思います。

今月は、年長のお泊まり会や夏まつり、同窓会もあります。夏の行事も多少の規制はありますが、コロナ前

に戻していこうと準備を進めています。皆様と“平和”な時間を過ごせることを楽しみにしています。

理   念  ○ りすのき保育園は、キリスト教精神に基づき、乳幼児の健康な心身の成長をめざした 

保育と保育運営を行っていきます。 

活 動  ○ 年長は大人に助けられながら「お泊まり会」を計画し、協力して生活し、一つのことを成し

遂げた喜びを感じる。 

○ 七夕や夏まつりなど、日本の伝統文化に触れ、自分たちで飾りを作りながら、のりやはさみ 

の使い方を学び、色彩の美しさを体感する。 

キリスト教保育   「平和を創り出すひとたちはさいわいである。」マタイによる福音書 5章 9節 
今年は 78回目の敗戦記念日を迎えます。内外共に多くの尊い命の犠牲の上に平和な日々を手に入れることがで
きたことに感謝するとともに、ロシアによるウクライナ侵略戦争をはじめ、シリヤ等内戦状態にある国々,ミャ
ンマー等軍事政権による民主化弾圧と人権をないがしろにする国が少なからずあることに心を痛めます。私た

ちの国は戦後まもなく平和憲法を制定し、幸いなことに、以後一度も戦火を交える危機に直面してきませんで

したが、この憲法の理念を都合よく解釈し「敵基地攻撃能力」を持つことを良しとしてしまおうとしています。

これでは平和を維持すること等出来ないことになりはしないかと心配です。若い人たちが希望を持つことがで

きない社会になりつつある現在、国の在り方が大きく問われていることに注意を払い、幼い子どもたちの将来

に責任を持ち、」平和を希求する私たちであり続けたいものですね。福島

消 息   （園児）入園 青井雅音ちゃん（どんぐりの木）おめでとうございます

       （職員）中嶋璃来  夏のアルバイト（プール監視等）

どうぞよろしくお願いいたします

りすのき美術館 ○ 沖縄を想って（沖縄戦慰霊の日を祈念して）

○ 七夕短冊展
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平安名秋さん（高３）「平和の詩」 

4日(火) お弁当箱給食

7日(金) お泊まり会［年長］

     こりすキッチン［年長］

8日(土) お泊まり会報告会

     避難訓練

14日(金) 0歳児健診

  19日(水) 身体測定

22日(土) 夏まつり

24日(月) 小１同窓会

25日(火) ウィッチーズ［どんぐり］

（英語サークルの皆さん）

26日(水) 誕生日会

28日(木) 中１同窓会
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くるみの部屋（０才） なつめの部屋（１才） 

まつぼっくりの部屋（２才） 

戸外遊びの予定

こぶしの部屋（一時保育）

木の実の部屋（子育て支援）

くるみ 

沐浴や水あそびをして汗を流し、 

気持ちよくすごします。 

なつめ 

体調面、安全面に配慮して水あそ 

びやシャワーで水に触れてあそび 

ます。 

まつぼっくり 

暑い日にはテラスで水あそびを 

楽しみます。 

どんぐり 

体調や天候を相談し、大きな 

プールに入ります。水に仲良く 

安全に十分気をつけながら気持 

ちよくすごしていきます。 

木の実の部屋（子育て支援）

どんぐりの部屋（３・４・５歳児） 


